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會 報

 最近本學に於いて，研究の叢表機關の整備張化の必

要が痛感されていた折から，從來本誌を中心に存在し

た金澤署學會，壷金會の組織を改善する機運が熟し，

教授會，教室員の闘でその構想が練られていた脇た

またま目本誌陶土の改組に伴い，北陸醤學會が生れる

ことになり，學内にその支部としての會合を作ること

も必要となった．そこで從來雑誌農行のみを目的とし

てい世璽『璽曇鍵黒星學術集談會その
他と共に，雑誌護野鼠行うことになった．從って本誌

は「十全1錐  ’et⊥。と敬題せられて新しく誕生した

十全醤學會の機關誌となったわけである，

 去る8月20日十全醤學目撃起人會が開かれ下記の

「金澤蟹科大學十全置潮會々則」が議決され評議員の互
           
選の結果衣の通り役員が選任された．

會 長

副會畏

理 事

評議員

石坂教授

留置教授

谷敢授，大谷教授，日置敢授，並木教授

宮田画引，岡本敢授，秋元敢授，牢松敢

授，倉知教授，渡邊助教授

喜泣全員 各敏室員代表（氏名略）

 9月25日には叢會式及び第一回學朝集談會が開催さ

れこNに金澤醤科大學十全轡學會は新しく嚢足した．

金澤讐科大學十全讐學會會則

第1條

第2條

第3條

第4條

第5條

第6條

本會を金澤醤科大雨十至仁學會云う．

’本會ほ金澤醤科大學に於ける學術研究の交

流綜合を圖鉱本意の振興と醤學の進展に

寄留するを目的とする．

壷皿は本學教授，教室員及評議員の推薦し

たるものを以て組織する。

点点を北陸晶出會の支部とする，本會k員

はそのまS北陸醤學會の會員となるものと

する．

本會の事務所を金澤隆科大回庶務課内に置

く．

本縫に左の役員を置く．

1，會 長

2．副會長

3．理 事

4．i議員

1名

1名

若干名

若干名

新誌は會務を総理し會議の議長となる。副

會長は會長を輔けて會務を掌理する．理事

は會務を庭悪し庶務，會計，集會，編集に

濾する責任を分糊する．評議員は評議員會

を組織し本會の重要事項を審議する．評議

員は必要ある時會長之を招集，評議員過牛

激の出席を以て成立するものとする．

會長事故あるときは副會長，會長副會長共

に事故ある時は評議員會に於て定めた理事

が會長職務を代行する，

第7條

第8條

第9條

第10條

第11條

第12條

第13條

役員の選任の方法は左の各號に依る．

1．會長，副會畏及理事は評議員申より互

 幽する．

2．評議員は金澤豊科大學至敢授最盛室員

 代表（各敢室1名宛）とする．

3．役員の改選は毎年1月虹を行う．

役員の任期は1ケ年とし再選を妨げない．

本會の目的を蓮成する爲に左の諸部門を置

く．

 1，庶務會計

 2．集  會

 3．編  集

各部には部員を置くことが出翻る．部員は

敢室員並に事務豊中より理事が之を委囑す

る．

本底は年4回（2，6，9，11月）定期的

に，：又必要により臨時に學術集會（十全醤

學會集會）を開催する．

本會は會員の研究，護表機關として「十全

醤學會雑誌」 （月刊）を刊行する．

本誌の規定は馴に荒れを定める．本會代員

は本誌に寄稿することができ且本誌の配布

を受ける．

本會の事業年度は暦年に依る．

本會の経費は役員の會費，その他の牧入を

以て之を支鮮する，會費は1ケ年に武百圓

［ 7e ］
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    とする．會費は事業年度の當初に於て納入

    する屯のとする．

第14條 本會の事業報告並に會計報告は毎年度初め

    の集會に於て之を行弓。

第15條 本會々則の敗鍵は評議員會に於て行い出席

    者の過宇数の賛否を以て決する．

［ 7g ）


